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武
庫
川
沿
い
の
J
R
旧
福

知
山
線
ハ
イ
キ
ン
グ
道
は
、

宝
塚
市
側
で
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
無

償
貸
与
を
受
け
て
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
距
離
の
長
い

西
宮
市
側
は
Ｊ
Ｒ
の
所
有
の

ま
ま
市
が
貸
与
も
受
け
て
い

な
い
た
め
立
ち
入
り
禁
止
の

看
板
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
年
間
６
万
４
０
０

０
人
近
く
の
方
が
訪
れ
て
い

ま
す
。　

　

ま
つ
お
議
員
は
、
市
長
が
、

こ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
は
豊
か

な
自
然
や
産
業
遺
産
と
し
て

も
貴
重
だ
と
答
弁
し
た
こ
と

か
ら
、
立
ち
入
り
禁
止
の
看

板
を
な
く
し
、
整
備
す
る
よ

う
、
Ｊ
Ｒ
と
真
剣
に
協
議
を

す
べ
き
と
求
め
ま
し
た
。

　

ま
つ
お
正
秀
議
員
は
、
党

議
員
団
と
し
て
12
回
連
続
と

な
る
Ｕ
Ｒ
借
上
げ
市
営
住
宅

問
題
で
質
問
。

　

借
上
げ
住
宅
で
は
、
人
工

透
析
が
必
要
な
人
や
認
知
症

な
ど
、
病
気
の
方
た
ち
が
増

え
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
、

希
望
者
全
員
の
継
続
入
居
を

求
め
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
で
は
継
続
入
居
の

基
準
に
、
さ
ら
に
柔
軟
に
対

応
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

に
比
べ
、
住
民
に
寄
り
添
う

姿
勢
の
な
い
市
を
厳
し
く
追

及
。
庁
内
連
携
会
議
や
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
会
議
で
住
民
の

個
々
に
抱
え
る
問
題
に
丁
寧

に
対
応
す
る
と
い
う
も
の
の
、

そ
の
会
議
さ
え
、
ま
と
も
に

開
催
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

2
0
1
5
年
4
月
か
ら
始

ま
る
「
地
域
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
」
に
留
守
家
庭

児
童
育
成
セ
ン
タ
ー
（
学
童

保
育
）
が
位
置
付
け
ら
れ
、

市
の
実
施
責
任
が
強
め
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
対
象
年
齢
が

3
年
生
以
下
か
ら
、
6
年
生

ま
で
に
な
り
ま
す
。

　

野
口
あ
け
み
議
員
は
、
14

年
6
月
議
会
で
、
「
待
機
児

童
が
あ
る
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

の
実
施
は
困
難
だ
が
、
せ
め

て
４
年
生
を
対
象
に
、
条
件

の
あ
る
セ
ン
タ
ー
か
ら
モ
デ

ル
実
施
し
て
は
ど
う
か
」
と

求
め
て
い
ま
し
た
。　

　

12
月
議
会
で
の
再
度
の
質

問
に
当
局
は
、
「
新
年
度
は

現
在
の
施
設
に
余
裕
の
あ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
男
女
別
ト
イ

レ
な
ど
の
設
備
改
修
を
検
討

　

野
口
議
員
は
、
重
大
な
女

性
の
人
権
侵
害
で
あ
り
、
日

本
の
侵
略
戦
争
へ
の
認
識
も

問
わ
れ
る
「
日
本
軍
」
慰
安

婦
問
題
に
つ
い
て
も
質
問
。

慰
安
婦
問
題
で
日
本
軍
の
関

与
と
強
制
性
を
認
め
た
「
河

野
談
話
」
が
現
在
の
日
本
政

府
の
公
式
見
解
で
あ
り
、
そ

の
内
容
や
、
ま
と
め
ら
れ
た

経
過
な
ど
を
詳
し
く
紹
介
。

「
河
野
談
話
」
否
定
の
動
き

は
、
侵
略
戦
争
を
反
省
し
な

い
、
戦
後
国
際
社
会
の
出
発

点
に
も
立
て
て
い
な
い
も
の

だ
と
、
厳
し
く
指
摘
し
ま
し

高
学
年
学
童

　
新
年
度
モ
デ
ル
実
施
へ

旧
福
知
山
線
ハ
イ
キ
ン
グ
道
、

　
　

Ｊ
Ｒ
と
早
期
に
協
議
を

借
上
げ
住
宅
、県
下
で

  
最
も
冷
た
い
方
針
変
更
を
　
　

日
本
軍「
慰
安
婦
」問
題
は

　
「
侵
略
戦
争
」反
省
の
試
金
石

た
。

　公立幼稚園の2015年度から18年度までのあり方について、次の
ような方向性が示されました。
・保育料は定額制から応能負担に変更。（８割の世帯で値上がり）
・13ブロックに原則１園配置から８ブロック１園配置が適正と、公
　立幼稚園を削減。
・午後保育を週3日から4日に拡充。
・2015年度に預かり保育や認定子ども園導入を検討。
・2017年度より4歳児の希望者が多い地域で複数学級設置の検討。
　　教育委員会は保護者の希望の多い３歳児保育については実施し
　ないと言い切っていますが、公立幼稚園は減らさず、多様なニー
　ズに応えるべきです。
　

　号泣県議を契機に再度注目されることと
なった政務活動費。西宮では議員一人月額
15万円が支給されていますが、12月の議会
改革特別委員会で、2割削減が決定されまし
た。（政新会と市民クラブ改革が反対）
　党市議団は阪神間や他の中核市と比較し
ても高すぎると、一貫して削減を求めてい
ました。

一般質問政務活動費
2割削減が実現！

し
、
ま
ず
は
一
番
ニ
ー
ズ
の

高
い
4
年
生
を
対
象
に
、
夏

休
み
な
ど
長
期
休
業
中
の
モ

デ
ル
実
施
を
進
め
る
」
と
明

言
し
ま
し
た
。

公立幼稚園は今後どうなるの？

野口あけみ議員

まつお正秀議員


